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審   査   の   要   旨 
 
海外における日本人集住地域の形成過程については，これまで学術的な解明は十分なされてこなかった。
特にアメリカに次いで最も多くの日本人が在留する中国で，日本人集住地域がどのようにして形成されたの
かについては重要な課題である。中国人留学生である筆者は，高い日本語能力を活かし，上海の日本人集中
地域の古北地区と浦東地区の 2地域において，非常に詳細なフィールドワークを実施している。在留日本人
に関する研究が乏しい主要な理由は，関連の統計データが乏しいことである。これに対して，筆者は，在留
日本人に対して詳細なアンケート調査，聞き取り調査などを実施し，同時に中国人側からも調査を行い，一
次資料にもとづいて，上海における日本人集住地域の形成過程を解明した点で大きなオリジナリティがある。
また，フィールドワークの制約を受けやすく，公表データも乏しい中国において，日本人を事例にした外国
人の居住に関する研究成果が得られた点でも，エスニック地理学や都市社会地理学の研究に寄与する貴重な
成果であり，博士論文として十分な価値があることが認められる。 
 
平成26年6月5日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った。その結果，審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
